
来
は
人
を
繋
ぐ
こ
の
仕
事
を
し
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。
小
舎
の
人
か
ら
「
一
度
社
会
に
出

て
戻
っ
て
来
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
福

祉
の
勉
強
も
し
た
か
っ
た
の
で
保
育
専
門
学

院
へ
進
学
。
保
育
士
の
資
格
を
取
得
し
、
20

歳
の
時
に
東
京
の
児
童
養
護
施
設
に
就
職
し

ま
し
た
。

結
婚
と
ヒ
ュ
ッ
テ
経
営

　

施
設
で
２
年
勤
め
た
後
、
ヒ
ュ
ッ
テ
の
仲

間
と
結
婚
。
27
歳
の
時
に
夢
が
叶
い
、
信
州

で
出
会
っ
た
小
舎
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
夫
婦
で

ヒ
ュ
ッ
テ
を
始
め
ま
し
た
。
海
抜
１
５
０
０

ｍ
の
高
原
で
子
ど
も
を
生
み
育
て
、
夢
中
で

働
き
ま
し
た
が
、
働
く
よ
り
は
遊
び
た
い
と

い
う
夫
と
の
考
え
方
が
あ
わ
な
く
な
り
、
自

身
の
大
病
や
両
親
の
死
を
経
て
36
歳
で
離
婚
。

１
人
で
京
都
に
戻
る
時
、「
い
つ
か
ま
た
、

人
の
集
ま
れ
る
場
所
を
創
る
」と
誓
い
ま
し
た
。

沼
島
と
の
出
会
い

　

京
都
で
は
調
理
師
の
資
格
も
取
り
、
保
育

園
な
ど
い
ろ
ん
な
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
１

人
だ
と
更
に
仕
事
に
没
頭
し
て
し
ま
い
命
に

関
わ
る
病
気
や
事
故
に
あ
う
こ
と
も
し
ば
し

ば
あ
り
ま
し
た
。

　

50
歳
を
過
ぎ
、
シ
ニ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

始
め
、
２
年
目
の
２
０
１
４
年
、
沼
島
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
劇
団
に
公
演
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
沼
島
に
惹
か
れ
る
も
の
を
感

じ
て
公
演
後
も
１
人
で
島
に
残
り
、
そ
こ
で

眺
め
た
荘
厳
な
夕
陽
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
「
古
事
記
」
に
登
場
し
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ

ナ
ミ
の
二
神
が
日
本
で
最
初
に
創
っ
た
「
自

凝
（
お
の
こ
ろ
）
島
」
と
語
り
継
が
れ
る
沼

島
。
淡
路
島
の
南
４
．６
㎞
、
紀
伊
水
道
北

西
部
に
浮
か
ぶ
こ
の
離
島
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
２
０
１
６
年
に
赴
任
し
た
京
都

出
身
の
川
勝
さ
ん
。
沼
島
総
合
観
光
案
内
所

で
様
々
な
方
面
か
ら
来
ら
れ
る
観
光
客
に
沼

島
の
魅
力
を
伝
え
た
後
、
個
人
カ
フ
ェ
を
起

業
。
島
内
外
の
人
々
が
集
い
交
流
出
来
る
場

づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
へ
の
進
学
と
就

　

高
１
の
夏
、
友
人
と
旅
し
た
信
州
で
初
め

て
ヒ
ュ
ッ
テ
に
泊
ま
り
、
誰
も
が
打
ち
解
け

ら
れ
る
そ
の
小
舎
の
雰
囲
気
に
感
激
し
、
将

「
よ
く
生
き
て
ま
し
た
ね
」
と
言
わ
れ
た
手

術
の
後
だ
っ
た
の
で
、「
生
か
さ
れ
て
こ
こ

に
在
る
」
感
動
で
し
た
。

　

島
民
と
交
流
を
続
け
な
が
ら
島
に
通
い
１

年
半
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
次
年
度
か
ら
沼
島
に

協
力
隊
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
聞
い
た
の
で
、

思
い
き
っ
て
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。
こ

う
し
て
２
０
１
６
年
、
57
歳
か
ら
３
年
間
、

協
力
隊
と
し
て
沼
島
総
合
観
光
案
内
所
「
吉

甚
（
よ
し
じ
ん
）」
の
運
営
に
携
わ
っ
た
の

で
す
。

沼
島
に
定
住
を
決
意

　

卒
隊
す
る
年
に
、
南
あ
わ
じ
市
か
ら
「
吉

甚
の
民
営
化
に
伴
う
個
人
経
営
」
の
打
診
が

あ
り
、
島
内
外
の
人
が
集
っ
た
り
、
ひ
と
息

「
島
内
・
島
外
の
人
々
が

気
軽
に
集
え
る
場
づ
く
り
を

目
指
す
」

カムバック
ひょうご人
カムバック
ひょうご人

交流カフェ経営

川勝　惠さん
（南あわじ市）
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け
な
い
。
授
か
る
使
命
な
の
だ
と
神
様
が
沼

島
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
人
生
半
世
紀
を
過
ぎ
て
日
本
の
原
点
に

出
会
い
、
自
分
の
問
題
の
原
点
に
も
立
ち
戻

れ
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
。

つ
け
る
場
所
を
創
り
た
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
こ
の
話
を
受
け
、
２
０
１
９
年
５
月
に

沼
島
の
初
カ
フ
ェ
と
し
て
「
吉
甚　

バ
ッ
タ

リ
・
カ
フ
ェ
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
バ
ッ

タ
リ
と
は
島
の
古
い
家
の
軒
先
に
あ
る
畳
ん

で
し
ま
え
る
床
几
の
こ
と
、
昔
は
そ
こ
に
皆

が
寄
り
合
っ
た
の
で
す
。
バ
ッ
タ
リ
の
あ
る

こ
の
カ
フ
ェ
が
こ
れ
か
ら
色
々
な
人
た
ち
の

出
会
い
や
再
会
を
繋
ぐ
場
に
な
れ
る
よ
う
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
も
作
り
国
生
み
神
話
に
ち

な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
で
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響

　

１
年
目
は
比
較
的
順
調
で
し
た
が
、
翌
年

か
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
観
光
客
は
減
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
「
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
目
的

で
す
」
と
カ
フ
ェ
を
訪
ね
て
く
だ
さ
る
方
も

い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
営
業
自
粛
中
は
島

の
保
育
園
で
も
パ
ー
ト
で
働
か
せ
て
も
ら
い
、

子
ど
も
た
ち
と
も
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
店
を
の
ぞ
い
て
く
れ
た
り
、
家

族
で
も
利
用
し
て
く
だ
さ
り
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

今
も
未
来
も
楽
し
い
沼
島
に

　

島
の
人
は
「
沼
島
は
守
ら
れ
て
い
る
」
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
私
に
は
皆
が
信
じ
る
そ

の
心
が
天
に
届
い
て
こ
の
小
さ
な
島
が
守
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

人
口
４
１
０
数
名
の
う
ち
約
半
分
が
65
歳

以
上
で
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
２
０
２
１

年
４
月
に
30
代
以
上
の
島
を
愛
す
る
女
性
た

ち
が
、
１
０
０
年
後
も
創
造
的
で
豊
か
な
島

暮
ら
し
を
実
現
し
た
い
と
の
思
い
で
、「
沼

島
１
０
０
年
計
画
〜
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
私
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
島

で
育
ち
暮
ら
す
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
移
住
者
等

そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
を
知
り
、
想
い
を
語
れ
る

こ
と
は
人
が
島
を
守
る
大
き
な
は
じ
め
の
一

歩
で
し
ょ
う
。
農
家
と
関
わ
る
協
力
隊
と
カ

フ
ェ
で
行
う
「
ぬ
し
ま
る
し
ぇ
」
で
は
、
当

会
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店
し
、
島
の

方
た
ち
が
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
当
会
で

は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
開
設
し
、
沼
島
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
島
内
外
か

ら
大
募
集
中
で
す
。

沼
島
へ
の
移
住
に
つ
い
て

　

沼
島
に
は
国
生
み
か
ら
繋
が
る
悠
久
の
時

が
流
れ
て
い
ま
す
。
上
立
神
岩
か

ら
昇
る
朝
陽
は
神
々
し
く
、
沈
む

夕
陽
と
と
も
に
、
再
生
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

祭
り
や
盆
踊
り
、
沼
島
の
風
習
も

日
本
の
精
神
が
守
り
継
が
れ
る
祈

り
の
島
で
も
あ
り
ま
す
。
移
住
を

希
望
す
る
方
に
も
そ
れ
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
台
風
の

と
き
な
ど
は
船
の
欠
航
や
不
便
さ

は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
超

え
る
豊
か
さ
に
気
づ
く
こ
と
も
島

暮
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
。
空
き
家
が
増
え
、
島

外
の
人
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
島
民
に
も
出

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
島
民
の
気
持
ち
に
応

え
て
祭
り
や
草
刈
り
な
ど
島
の
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
し
暮
ら
し
て
行
こ
う
と
い
う
方

に
移
住
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

沼
島
と
の
出
会
い
に
感
謝

　

私
も
９
月
で
63
歳
に
な
り
ま
す
。
還
暦
の

と
き
は
、
島
の
同
級
生
た
ち
と
一
緒
に
４
つ

の
寺
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
喜
び
な
が
ら
島

の
皆
さ
ん
と
歳
を
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。 

　

今
後
は
、
高
齢
化
に
よ
り
食
事
づ
く
り
も

億
劫
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
島
の
方
に
出
せ

る
料
理
も
工
夫
し
て
い
き
た
い
で
す
。
27
年

前
の
「
い
つ
か
ま
た
、
人
の
集
ま
れ
る
場
所

を
創
る
」
と
い
う
誓
い
は
自
分
の
欲
で
は
い

地域おこし協力隊
都市部等の人材が、人口減少や高齢化の進む地方
で地域を活性化する活動を行い、定住・定着を図
る国の取り組み。隊員は全国で約5,500人（R２
時点）、任期３年

兵庫県の移住・仕事の相談窓口
「カムバックひょうご」の紹介は21ページへ
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　３月のリモートでの初開催から半年。２度目となる「リモートで行けたら行くわ！勉強会」を開催しました。

　冒頭では、今年度より東京事務所に着任された河本要

所長より一言ご挨拶をいただきました。

　今回の講演テーマは「山のはなし　～森林林業と山の

防災～」。講師は東京事務所課長で今年度ののののの会

担当の片岡誠さん。

　片岡さんは幼少の頃からの山好きが高じて高校時代に

山岳部員、大学は農学部林学科に進学、現在は兵庫県庁

で林学職（技術職）として活躍されています。

　講演は森林林業の現況、施業、森林が持つ多面的機能、

山の防災について兵庫県内の状況や事例を交えて行われ

ました。

　森林資源の循環では植栽し下刈り、除伐、間伐を経て主

伐（伐採し木材として利用するために搬出）するまでに50

年という長い時間がかかること、そこまでの時間をかけて

１ヘクタール（100m四方）当たりの利益が90万円程度

であること、造林の初期費用等を補助金で賄うにしても、

かなり苦しい現状であるといった話がありました。

　また、伐採作業にかかるコストを下げるための重機類や

低コストで安定的な原木生産を確立するために、多数の所

有者がいる森林を集約し１つの団地化とし、多くの作業道

を整備することで大型機械の導入による作業効率の向上と

いった取り組み、林業の担い手を育成をするための「県立

森林大学校」（宍粟市一宮町）の紹介がありました。

　また、木材の需要増のために、中高層建築物や非住宅建築物で利用可能な耐火性のある木材製品の開発といっ

たお話もありました。

　山の防災については、兵庫県内で起きた山腹崩壊（南あわじ市）、土石流（丹波市）の事例紹介があり、山に

起因する災害も決して他人事ではないと考えさせられました。

　画面越しではありましたが、半年ぶりにお見かけする方や初めて参加してくださる方々もいらっしゃり、充実

した60分間となりました。

リモートで行けたら行くわ！勉強会９月17日（金）
開催

勉強会直前までスライドとメモの準備をしてく
ださった片岡さん
普段耳にすることのない林業について分かりや
すくお話くださいました

所長室より配信
左から河本所長・片岡課長・中西

「のののの会」
（中堅・若手会員交流会）

連絡先　info@hyogo-kenjinkai.jp
担　当　片岡　誠

memo 重機類については、YouTubeで次の言葉で検索すると面白い動画がありますよ！
ハーベスタ、プロセッサ、タワーヤーダ、フォワーダ
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のののの会と同郷会がタッグを組んだ初企画！
のののの会世話人：中西が常任幹事を務める同郷会「東京明石会」とタッグを組んで、オンラインイベントを開催し
ます。
とはいってものののの会と東京明石会だけでは、なかなか楽しい企画は難しい！
　そこで、「明石焼」の勉強会（2019年10月開催）でお世話になった明石ニューワールド新橋店の運営会社であ
る株式会社ワールド・ワンさん全面協力により開催することにしました。
　県人会員の方ならどなたでもご参加いただけますので、ぜひ、ご参加ください

開　催　概　要

日時：2021年10月30日（土）午後６時より約２時間

費用：数千円程度
ご参加にあたっては参加券（本イベントのために
用意した明石を代表するお酒・食品のセット）の
通販での事前購入が必要になります。当日それら
を皆さんで楽しみなら進行するイベントです。

内容：明石焼き体験、 明石昼網のオンラインせり、プレ
ゼント抽選会（明石市ふるさと納税返礼品）

※内容は９月下旬現在検討中のものです。最新の情報は
右記のWEBページでご確認ください。

主催：のののの会
協賛：東京明石会
企画：株式会社ワールド・ワン
運営　（明石ニューワールド新橋店）

開催内容の確認・お申し込みはこちらから
https://www.plus-kyodo.com/products/detail/417

開催予告
（中堅・若手会員の会）

家にいながらにして、明石の味覚を楽しむオンラインイベント！
明石焼の作り方講座、酒蔵のリモート見学、当たるまでハラハラ「抽選会」、
ドキドキがたまらない「競り」など、面白さ満載の135分！

のののの会×東京明石会のコラボによるのののの会×東京明石会のコラボによる
オンラインイベントを、オンラインイベントを、

今月＝10月30日（土）夜に開催今月＝10月30日（土）夜に開催

～東京明石会について～
　旧制明石中学校・明石高校・旧制明石高等女学校・明石南高校の卒業生を中心とした「明友会」
として1980年代ごろより活動を開始。
　1998年には明石海峡大橋の開通を祝して挙行した集いを契機に広く明石にゆかりのある方々に
参加ただけるように「東京明石会」となりました。例年10月に総会・懇親会を開催しています。
　県人会員の方で、明石にゆかりのある方は、どなたでもご参加いただけます。
　ご入会をご希望の方はのののの会世話人／東京明石会常任幹事：中西までご一報ください。
									         jetgo2007@gmail.com
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東京西脇多可の会　令和２年度総会
〔令和２年１月28日開催〕

同日懇親会の様子
ふるさとの話題に花が咲く

東
京
西
脇
多
可
の
会

東
京
西
脇
多
可
の
会

　

関
東
圏
に
お
住
ま
い
の
西
脇
市
と
多
可
町
の
出
身

者
、
ま
た
は
両
市
町
に
縁
の
あ
る
方
で
構
成
さ
れ
る
同

郷
会
で
す
。

　

例
年
１
月
ご
ろ
に
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
、
会
員

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
皆
さ

ん
に
は
、
西
脇
市
と
多
可
町
が
発
行
す
る
広
報
紙
や
ふ

る
さ
と
の
話
題
を
毎
月
１
回
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
を
今
年
１
月
に
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
考
慮
し
、
役
員
の
皆
様
と
の
協
議
を
経
て
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
決
算
報
告
や

予
算
案
な
ど
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
役
員
の
皆
様
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
本
会
が
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
の
書

面
審
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
志
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
企
画
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
企
画
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
未
だ
開

催
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
行

事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
明
る
い
話
題
が
見

当
た
ら
な
い
状
況
が
続
く
中
、
本
会
の
会
員
で
あ
る
十

倉
雅
和
・
住
友
化
学
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
が
、

一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
の
会
長
に
就
任

さ
れ
た
と
い
う
朗
報
が
突
然
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
が
漂
う
中
、
本
会
に
と
っ
て
大
変

嬉
し
い
出
来
事
と
な
り
、
会
員
同
士
で
そ
の
栄
誉
を
喜

び
合
う
と
と
も
に
、
十
倉
会
長
に
祝
意
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。
今
度
と
も
、
さ
ら
な
る
御
活
躍
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

　

本
会
に
は
、
幅
広
い
職
域
・
世
代
の
方
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
例
年
の
懇
親
会
で
は
ふ
る
さ
と
の
話
題
に
花
が

咲
き
、
初
対
面
で
あ
っ
て
も
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気

で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
同
時
期
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
て
い
る
こ
と
を
願
い
、
皆
様
と
直
接
お
会
い
し

て
お
話
し
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
で
は
新
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
現
会
員
の
方
の
ご
紹
介
も
大
歓
迎
で
す
。
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
〕

◆
西
脇
事
務
局

　

〒
６
７
７

－

８
５
１
１

　

西
脇
市
下
戸
田
１
２
８

－

１

　

西
脇
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
９
５

－

２
２

－

３
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
３
０
５
４
）

　

m
ail

：hisho@
city.nishiw

aki.lg.jp

◆
多
可
事
務
局

　

〒
６
７
９

－

１
１
９
２

　

多
可
郡
多
可
町
中
区
中
村
町
１
２
３

　

多
可
町
役
場
企
画
秘
書
課
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
９
５

－

３
２

－

２
３
８
１

　

m
ail

：kikaku@
tow
n.taka.lg.jp

県

だ
よ
り

同
郷
会
・
同
窓
会
か
ら
の
た
よ
り

人
会
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○同郷会 ○同窓会
名　称

播磨

関東加東応援団

東京相生会

東京明石会

東京西脇多可の会

東京たつの懇親会

東京あこうのつどい

但馬

東京香住会

東京但馬会

東京養父市会（やぶらぶ東京）

丹波 関東氷上郷友会

淡路 東京淡路会

名　称

神戸

神戸高校同窓会東京支部

神戸大学東京六甲クラブ

東京甲南会

東京神商会（神戸商業高校）

東京武陽会（兵庫高校）

阪神

関西学院同窓会東京支部

関東緑窓会（伊丹中学、高女、高校）

三田学園同窓会東京支部

播磨

赤穂高校同窓会関東支部

鶏鳳北同窓会関東支部
（龍野実業・新宮・龍野北高校）

清流会東京支部（加古川東高校）

蜻蛉会東京支部（小野高校）

龍野高校同窓会関東支部

東京宍粟会（山崎高校）

東京自彊会（明石中学・明石高校）

東京淳心会（淳心学院高校）

東京白陵会（白陵高校）

東生会東京支部（姫路東高校）

白城会東京支部（姫路西高校）

神戸大学附属明石中学校同窓会
（ユーカリ会）東京支部

但馬

入佐会東京支部（出石高校）

関東銀嶺会（生野高校）

東京達徳会（豊岡高校）

東京八高会（八鹿高校）

丹波 柏陵同窓会東京支部（柏原高校）

※掲載されている団体は、県人会で把握している団体のうち、「掲載可」と回答のあった団体です。
　ここに掲載されていない団体で、掲載を希望される団体は、県人会事務局までお知らせください。

TEL.03-5212-9040、E-Mail：info@hyogo-kenjinkai.jp

首都圏における兵庫県関係の同郷会、同窓会等一覧
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茶
す
り
山
古
墳
と
い
っ
た
多
く
の
古
代

遺
産
が
あ
り
、
雲
海
に
包
ま
れ
る
姿
が
と

て
も
幻
想
的
で
「
天
空
の
城
」
と
呼
ば
れ
る

人
気
観
光
名
所
の
「
国
史
跡 

竹
田
城
跡
」

が
あ
り
、
そ
し
て
織
田
、
豊
臣
、
徳
川
の

幕
府
直
轄
鉱
山
と
し
て
栄
え
、
明
治
元
年

に
は
政
府
直
轄
と
な
り
、
そ
の
後
は
皇
室

財
産
に
も
な
り
財
政
を
支
え
た「
生
野
銀
山
」

が
あ
り
、
美
人
の
湯
「
黒
川
温
泉
」
と
い
っ

た
温
泉
も
多
い

―

　
観
光
名
所
も
多
く
、
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
町
で
す
。

　
今
回
の
企
画
の
前
半
に
、
朝
来
市
役
所
の

方
か
ら
朝
来
市
の
魅
力
を
お
伝
え
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　
今
回
ご
参
加
い
た
だ
く
皆
様
に
は
、
朝
来

市
の
食
文
化
を
ご
自
宅
等
で
「
体
験
」
で
き

る
よ
う
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
の
知
ら
な
い
、
新
し
い
朝
来
市
を
発

見
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

染
予
防
に
神
経
を
使
い
、
心
身
と
も
に
疲
れ

気
味
で
気
持
ち
も
塞
ぎ
が
ち
に
。

　
そ
ん
な
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
県
人
会
の

皆
様
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
酒
蔵
さ
ん
の
営
業
協
力
に
つ

な
が
る
よ
う
な
企
画
が
で
き
な
い
も
の
か
、

楽
し
い
対
面
で
の
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
な
い
状
況
で
の
兵
庫
お
酒
の
会
の
楽
し
い

企
画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
良
い
の
か
、、、

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
兵
庫
県
東
京
事
務
所

の
河
本
所
長
か
ら
朝
来
市
の
酒
蔵
さ
ん
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
朝
来
市
役
所
の
方
と
酒
蔵

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
回
の
企
画

が
誕
生
し
ま
し
た
。

朝
来
市
の
ご
紹
介

　
朝
来
市
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
人
な
ら
一
度
は
朝
来
市
を
訪
れ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
画
誕
生
秘
話

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
行
動
制
限
＆
飲
食

店
で
の
飲
酒
禁
止
＆
対
面
で
の
交
流
制

限
・
・
・
と
、
飲
食
店
や
お
酒
関
係
者
の
皆

様
や
お
酒
愛
好
家
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
現
在
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
何
度
も
延
長
さ
れ
、
感

令
和
３
年
12
月
４
日（
土
）に
開
催
決
定
！

「
兵
庫
お
酒
の
会
」
第
３
弾
は
「
朝
来
市
の
魅
力
＆

あ
の
銘
酒
を
味
わ
う
」
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
す
。

兵庫お酒の会の趣旨は
「兵庫のお酒と食と絆を再発見しながら兵庫＆日本を盛り上げるワクワク会！」。
20歳以上の県人会会員様はどなたでもご参加いただけます。
新型コロナウイルス感染予防で旅行や対面での飲み会が困難な中、
自宅等に居ながら旅行気分が味わえる、
オンラインならではの楽しい企画となっています。

お酒の会初回開催時のひとコマ
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朝
来
市
の
酒
蔵

　
朝
来
市
に
は
２
つ
の
有
名
な
酒
蔵
が
あ
る

の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
此
の
友
酒
造
」
と
「
田
治
米
合
名
会
社
」

で
す
。

　
東
京
都
近
郊
の
飲
食
店
や
酒
店
で
は
、
そ

も
そ
も
兵
庫
県
の
お
酒
の
取
り
扱
い
が
少
な

い
で
す
の
で
、
こ
の
２
酒
蔵
さ
ん
の
お
酒
を

気
軽
に
味
わ
う
こ
と
が
難
し
い
で
す
。

　
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
酒
蔵
さ
ん
か
ら
美
味
し
い
お
酒
の
ご
紹

介
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
酒
蔵
さ
ん
の
歴
史

や
特
徴
、
マ
ッ
チ
す
る
お
す
す
め
の
お
つ
ま

み
、
等
の
お
話
を
お
伺
い
で
き
る
、
貴
重
な

機
会
と
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

　
お
話
を
伺
う
際
の
皆
様
の
お
手
元
に
、
今

回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
の
た
め
に
特
別
に
ご

用
意
い
た
だ
い
た
「
２
つ
の
酒
蔵
の
お
酒
飲

み
比
べ
セ
ッ
ト
」
を
ご
準
備
い
た
だ
け
れ
ば
、

よ
り
一
層
理
解
が
深
ま
り
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
酒
を
飲
め
な
い
方
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
朝
来
市
名
産
セ
ッ
ト
」

も
ご
用
意
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
目
か
ら
耳
か
ら
口
か
ら
も
、
朝
来
市
を
満

喫
！

　
お
酒
を
飲
め
る
方
も
、
お
酒
を
飲
め
な
い

方
も
、
今
回
の
兵
庫
お
酒
の
会
オ
ン
ラ
イ
ン

企
画
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　
ま
も
な
く
第
３
弾
企
画
の
参
加
者
募
集
受

付
の
予
定
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
東

京
兵
庫
県
人
会
の
メ
ル
マ
ガ
に
ご
注
目
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
楽
し
く
ご
参
加
い
た
だ
き
、
兵
庫
県
の
酒

蔵
さ
ん
＆
朝
来
市
＆
兵
庫
県
を
応
援
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
企
画
で
す
の
で
、
多
く
の
会
員
様

に
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

皆
様
と
ご
一
緒
に
兵
庫
県
＆
朝
来
市
＆
銘
酒

の
魅
力
を
共
有
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

�

（
兵
庫
お
酒
の
会　
会
長　
増
井
）

天空の城　竹田城跡
「写真提供：吉田　利栄」

朝来市観光マップ

生野銀山「提供：兵庫県朝来市」

白井大町藤公園「提供：兵庫県朝来市」

緑の竹田城跡　「写真提供：吉田　利栄」
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